
第26回　1級財務分析
【第1問】

問1

10 20 25

流 動 性 分 析 は 、 流 動 資 産 と 流 動 負 債 の バ ラ ン ス 、 す な わ

ち 短 期 的 な 支 払 能 力 を 分 析 す る も の で あ る 。 建 設 業 に は

流 動 資 産 と 流 動 負 債 の 中 に 未 成 工 事 支 出 金 と 未 成 工 事 受

入 金 が あ り 、 工 事 が 完 成 さ れ る ま で 企 業 の 流 動 性 に 重 要

5 な 影 響 を 与 え る と こ ろ で 一 般 産 業 と 異 な る 。 こ の た め 、

建 設 業 で は 未 成 工 事 支 出 金 と 未 成 工 事 受 入 金 は 、 そ の 他

の 流 動 資 産 と 流 動 負 債 と 異 な る 性 質 の も の と 考 え 、 こ れ

ら の 項 目 を 除 い て 流 動 性 分 析 を 行 う 。
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問2

10 20 25

流 動 性 分 析 や 健 全 性 分 析 で は 、 相 対 的 な 比 率 分 析 に よ っ

て 、 目 的 の 傾 向 を 知 る こ と が で き る が 、 そ の 良 否 の 原 因

を 分 析 す る こ と は で き な い 。 ま た 、 損 益 計 算 書 に お い て

利 益 は 資 金 の 増 加 を も た ら す と 考 え ら れ る が 、 実 際 は こ

5 れ に 減 価 償 却 費 や 引 当 金 等 の 現 金 支 出 を 伴 わ な い 費 用 を

加 え て 、 資 金 の 流 入 を 資 金 源 泉 と 考 え る 。 減 価 償 却 費 に

つ い て は 、 特 に 、 当 座 資 産 の 取 替 投 資 に 対 す る 資 金 留 保

と し て の 意 味 も 重 要 で あ る た め 、 流 動 性 分 析 や 健 全 性 分

析 に 加 え て 、 資 金 変 動 性 分 析 が 必 要 と さ れ る 。

10

【第2問】

【第3問】

（Ａ） 百万円

（Ｂ） 百万円

（Ｃ） 百万円

（Ｄ） 百万円

固定長期適合比率 ％

【第4問】
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第26回　1級財務分析
【第5問】

問1

Ａ　総資本事業利益率 ％

Ｂ　流動負債比率 ％

Ｃ　運転資本保有月数 月

Ｄ　経営資本回転率 回

Ｅ　完成工事高ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ率 ％

Ｆ　営業利益増減率 ％ 記号（ＡまたはＢ）

Ｇ　負債回転期間 月

Ｈ　労働装備率 千円

Ｉ　配当性向 ％

Ｊ　損益分岐点比率 ％
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